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夏秋期イチゴ栽培では
近紫外線除去フィルムを利用すると品質が向上する
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近紫外線除去フィルムを展張したハウスでは、受粉媒介昆虫としてミツバチを利用することはできないので、ハ
ナアブなどの土着の受粉媒介昆虫に期待するか、マルハナバチを利用する。

担当者

　夏秋イチゴ栽培において、近紫外線除去フィルムをハウスの外装資材として用い、アザミウマ類の抑制効果およ
び果実品質を検討した。

近紫外線除去フィルムを展張したハウスで収穫したイチゴ果実は、明るく鮮やかな色になり、果実品質が向上
した。

近紫外線除去フィルムを展張したハウスでは、アザミウマ類による被害果の発生が顕著に減少した。

近紫外線除去フィルム（390または380nm以下の波長不透過）を展張したハウスでは、アザミウマ類の花での寄
生数が少なくなった。




